
潟上市社会福祉協議会 
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〇「権利擁護」とは？ 

認知症や知的障がい、精神障がいなどを原因とする判断

能力の低下により、虐待や詐欺被害などの権利侵害を受けて

しまうおそれのある方など、社会的に支援を必要としている

人たちの権利を守る（支援する）ことです。 

 

 

 

 社会福祉法人 潟上市社会福祉協議会 



権利擁護センターの業務内容 
 

 

日常生活自立支援事業 
 

この事業では、認知症高齢者や知的障がい者、精神障がい者など判断能力に不安がある方

に対し、福祉サービスの利用援助を基本に、金銭管理サービスや書類等の預かりサービス

を実施します。 

 

 

 

法人後見事業 
 

成年後見制度は、判断能力が不十分な方のために、財産管理や身上保護の面からさまざま

な支援を行う制度です。これまでは、支援を行う立場の後見人等には、親族のほか、福

祉・法律の専門職が選任されることがほとんどでした。権利擁護センターでは、法人後見

事業を立ち上げ、法人としての潟上市社会福祉協議会が成年後見人等になり、判断能力が

不十分な方の保護・支援を行います（新規事業）。法人後見では、法人の職員が後見事務

を担当します。 

 

 

 

成年後見制度利用促進のための業務 
 

・成年後見制度の利用（申立て）支援 

・講演会・出前講義の実施 

他にも、権利侵害の予防、虐待防止、消費者問題への対応など、権利擁護に関する 

相談・支援業務を担当します。 
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しまいなくしを繰り返す親がハンコを紛

失。銀行での改印手続きをしようとした

ら、娘の私でも出来ないと言われてしま

って… 

 

物忘れのある

親のために… 

障がいがある

方のために… 

 
障がいのある子と暮らしていますが、

私が身の回りの世話をすることが出来

なくなった時のことが心配で… 

子どもがいないし、頼れる親族もいま

せん。将来、認知症になってしまった

時のことを考えると不安で… 

将来の不安に 

備えるために… 

ています…

認知症が進み財産管理ができなく

なっているようです。見知らぬ人

が出入りしている様子なので心配

です… 

近隣に高齢者が

ひとりで暮らし

ています… 

必要な手続きを 

進めるために… 

認知症の父に代わり不動産を売却しよう

としたら、不動産業者から「成年後見

人」が必要と言われました。でも、手続

きが難しそうで、どうしたらいいのか… 

こんな 

お悩み 

ありませんか？ 

権利擁護センターにご相談ください！ 

私たちがお手伝いします！ 
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【 日常生活自立支援事業 】 

日常生活自立支援事業は、認知症や知的障がい、精神障がい等によ

り判断能力に不安がある方が住み慣れた地域において安心して暮らせ

るよう、その方の権利を擁護することを目的とした事業です。 

 

利用できる方 

①判断能力に不安のある高齢者や、知的障がい者、精神障がい者など 

②この事業の利用が日常生活の役に立つと思われ、本人が利用を希望する方 

③契約を結ぶこと、利用料がかかることをご理解いただける方 

 

サービスの内容 

①福祉サービスの利用援助 

・福祉サービスの情報提供や、利用手続きのお手伝い 

・本人が利用している福祉サービスが適切に行われているかの確認、 

福祉サービスに関する苦情解決のお手伝い 

②日常的金銭管理サービス 

・日常生活に使う預貯金の出し入れ 

・公共料金、福祉サービスの利用料等の支払い 

③書類等のお預かりサービス 

・印鑑や通帳等のお預かり 

・必要に応じて、金融機関の貸金庫を利用しての保管 

 

利用料 

・１回１時間まで…１,５００円 

（１時間を超える場合は３０分ごとに７５０円加算） 

・生活保護を受けている方は無料 

※他市町村への支援は交通費を実費程度負担して頂く場合があります。 

※銀行の貸金庫を使って保管サービスを行う場合は、別途保管料をいただきます。 

 

3 



【 成年後見制度（法定後見） 】 

 認知症、知的障がい、精神障がいなどにより判断能力が十分でない方々

は、不動産や預貯金などの財産を管理したり、福祉サービスや施設入所

に関する契約を結んだり、遺産分割の協議をしたりするのが難しい場合

があります。 

また、自分に不利益な契約であってもよく判断ができずに契約を結んで

しまい、悪徳商法の被害にあう恐れもあります。このような判断能力が

十分でない方々を保護し、支援する制度です。 

 

本人の判断能力の程度に応じて「補助」「保佐」「後見」の３つの類型に分けられます。 
 

類型 程度 状況 

補助 判断能力が不十分 

・物忘れは多いが自覚症状がある 

・意思疎通は十分可能  

・契約書類などの理解は困難  

保佐 判断能力が著しく不十分 

・自覚しない物忘れがある  

・日常の買い物くらいはできる  

・意思疎通は困難を伴う 

後見 判断能力が欠けている 
・日常的な買い物もできない  

・会話が成り立たず意思疎通は不能 
 

後見人等の役割 

後見人等は、本人の親族、弁護士、司法書士、社会福祉士、法人などから裁判所が選任します。 

財産管理  

本人のお金の管理、不動産の処分、相続の手続き、重要な消費契約、悪質な契約の取り消しなど。 

身上保護  

本人の健康管理、環境等に配慮して本人の気持ちや生活の様子を考え、必要な福祉サービス等の契

約、支援者との話し合いや協議（連携）による方針の決定など。 

家庭裁判所への報告  

本人の状況や後見活動について家庭裁判所に報告。 

※「医療行為への同意」「身元保証人になること」はできません。 
 

社会福祉協議会が法人として後見人等を受任し、本人を支援するのが法人後見事業（１ページ）

です。 

権利擁護センターが「申立て支援」や「後見人等に選任された方へのサポート」などを行いま

す。（法令上、申立ての代行はできません。） 
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【 成年後見制度（任意後見） 】 

将来判断能力が低下した時に、あらかじめ自分に代わって財産管理や必要な

契約手続きなどを任せたい人（任意後見人）を決めておく制度です。頼みたい

ことを細かく相談して決めることができます。公証役場で任意後見人になる方

と契約します。判断能力が低下したときに家庭裁判所で手続きをした上で支援

が開始されます。 
 

成年後見制度と日常生活自立支援事業との違い 

 

 成年後見制度（法定後見） 日常生活自立支援事業 

概要 法律行為全般（主に、契約行為） 日常的な生活援助の範囲での支援 

支援内容 

・財産管理（収入や支出、資産の管理） 

・身上保護 

（生活や介護・医療に関する契約や手続き） 

・福祉サービスの利用援助 

・日常的金銭管理 

・書類等の預かり 

対象者 判断能力を欠く方、不十分な方 判断能力に不安があり、契約能力のある方 

支援者 後見人、保佐人、補助人 
社会福祉協議会 

（専門員、生活支援員） 

利用手続き 家庭裁判所に申立てして、手続き開始 社会福祉協議会と利用者本人との契約 

費用 原則、本人の財産から支弁 契約締結後の援助は利用者負担 

 

お問い合わせ 

潟上市社会福祉協議会 権利擁護センター 

〒018-1502 秋田県潟上市飯田川下虻川字八ツ口 70 （潟上市役所 旧飯田川出張所内） 

受付時間：月曜日～金曜日（祝日・年末年始除く） 

     ８：３０～１７：００ 

TEL：０１８-８７７-２６２７ FAX：０１８-８５４-８２５１ 

HP：http://www.katagami-shakyo.or.jp/index.html 

HP QR コード 

将来の不安に備える… 
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